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自 由 に の び の び と 

～「サクラ クレパス」の進呈～ 

 

本校には「自分が直接感じたものが尊い。そこから種々の仕事が生れて

くるものでなければならない。」との言葉が、１００年以上前 大正時代より校訓

として受け継がれています。これは、本校で初めて子どもたちに自由画指導を行い

その後「児童自由画教育運動」を全国に広めた、山本 鼎 先生の言葉です。そして

わたしたちが当たり前に使ってきた“クレパス”は、山本 鼎 先生の発案により 

生まれた画材で、本校では先駆けとしてクレパスによる自由画教育が行われてきま

した。 

今回、地元「神川・山本鼎の会」の皆さんと「神川まちづくり委員会」の皆さん

のご支援により、このサクラクレパス（１６色）が、１年生全員にプレゼントされ

ました。（２日に「神川・山本鼎の会」の皆さんから進呈していただいたサクラクレ

パスを、わたしが代わって１年生 

一人一人に手渡しました。） 

山本 鼎 先生が発案したクレパス 

を使って、たくさん絵を描いてほし 

いとの願いからです。大変ありがた 

いことです。 

１年生はきっと、対象を見て自分 

が感じたことを、自由にのびのびと 

描いていくことでしょう。 

楽しみです。 


